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土
木
学
会
の
原
子
力
村
?

　

原
子
力
発
電
に
関
係
す
る
業
界
は
、
村

社
会
の
独
特
の
色
彩
を
も
ち
、
利
権
に
群

が
る
排
他
的
利
益
集
団
と
い
う
面
を
揶
揄

し
て
、
俗
に
「
原
子
力
村
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
る（

（
（

。
こ
の
呼
称
は
、
電
力
会
社
や
プ

ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
の
み
で
な
く
、
監
督
官

庁
や
原
子
力
技
術
に
肯
定
的
な
大
学
研
究

者
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も
向
け
ら
れ
る
。

2
0
1
1
年
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
以
降
は
、
土
木
学
会
の
原
子
力
土

木
委
員
会
に
対
し
て
も
、
こ
う
し
た
見
方

に
基
づ
く
批
判
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
本

委
員
会
は
、
原
子
力
施
設
の
立
地
・
建
設

や
廃
棄
物
処
分
の
た
め
の
技
術
開
発
に
取

り
組
み
、
そ
の
時
代
の
最
先
端
の
技
術
を

体
系
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
に
わ

た
る
電
力
の
安
定
供
給
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
、
地
球
環
境
問
題
な
ど
に
学

術
面
で
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動

し
て
き
た
。
そ
の
検
討
は
、
純
粋
な
科
学
・

工
学
的
技
術
に
立
脚
し
て
い
る
が
、
運
営

方
法
な
ど
に
は
、
改
善
す
べ
き
点
が
多
い

の
も
事
実
で
あ
っ
た
。こ
こ
で
は
、
委
員
会

活
動
の
歴
史
と
と
も
に
、
震
災
後
に
進
め

て
い
る
改
革
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

わ
が
国
の
原
子
力
黎
明
期
に

お
け
る
土
木
学
会
の
動
き�

�

（
1
9
5
4
～
1
9
6
9
年
）

　

日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、G
H
Q

に
原
子
力
関
係
の
研
究
な
ど
を
一
切
禁
止

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、1
9
5
3
年
12

月
に
米
国
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
が

自
国
の
原
子
力
技
術
を
平
和
目
的
に
開
放

す
る
方
針
を
明
確
に
し
て
か
ら
、
わ
が
国

で
も
研
究
再
開
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
た（

（
（

。

1
9
5
5
年
に
「
原
子
力
基
本
法
」
が
制

定
さ
れ
、
原
子
力
開
発
の
行
政
機
構
と
し

て
原
子
力
委
員
会
が
発
足
し
た
。

　

一
方
、
土
木
学
会
に
も
、
原
子
力
の
立

地
・
建
設
か
ら
廃
棄
物
処
理
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
土
木
技
術
上
の
課
題
を
整
理
す
る
た

め
に
、
福
田
武
雄
委
員
長
の
も
と
幹
事
と

し
て
岡
本
舜
三
、
神
谷
貞
吉
の
両
学
会
理

事
に
白
石
直
文
氏
を
加
え
て
、1
9
5
7

年
に
「
原
子
力
土
木
技
術
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
た
。
お
も
に
、
原
子
炉
の
耐
震
問

題
、遮
蔽
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、廃
棄
物
処
理
問

題
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い
、
そ
の
成
果

を
「
特
集
・
原
子
力
と
土
木
技
術
」
と
し

て
学
会
誌
1
9
6
8
年
2
月
号
に
紹
介
し

て
い
る
。
わ
が
国
で
最
初
の
商
用
原
子
炉

で
あ
る
東
海
発
電
所
が
営
業
運
転
を
開
始

し
た
の
は
、1
9
6
6
年
の
こ
と
で
あ
る
。

原
子
力
発
電
所
の

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
を
下
支
え�

�

（
1
9
7
0
～
1
9
9
0
年
代
半
ば
）

　

高
度
経
済
成
長
に
続
く
1
9
7
3
年

と
1
9
7
8
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り

電
力
危
機
へ
の
不
安
が
増
大
し
、
国
を
挙

げ
て
原
子
力
開
発
の
推
進
が
図
ら
れ
た（

（
（

。

こ
う
し
た
背
景
の
下
、1
9
7
0
年
か
ら

1
9
9
0
年
代
半
ば
ま
で
、
わ
が
国
の
原

子
力
発
電
所
は
、
ほ
ぼ
1
年
に
2
基
の

ペ
ー
ス
で
建
設
さ
れ
て
い
た
（
図
1
）
。

　

土
木
学
会
で
は
、1
9
7
0
年
7
月
、

上
記
委
員
会
を
原
子
力
土
木
委
員
会
と
し

て
発
展
的
に
改
組
し
た
。
立
地
、
耐
震
、
廃

棄
物
の
3
部
会
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
各

電
力
会
社
の
協
力
を
得
て
調
査
研
究
活
動

に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
専
門

部
会
を
設
置
し
、「
原
子
力
発
電
所
の
重
要

構
造
物
が
設
置
さ
れ
る
地
盤
や
周
辺
斜
面

の
調
査
試
験
法
お
よ
び
耐
震
安
定
性
の
評

価
手
法
」
、「
地
盤
お
よ
び
地
中
構
造
物
の

等
価
静
的
解
析
で
用
い
る
べ
き
設
計
震
度

の
基
準
化
」
、「
耐
震
重
要
度
の
高
い
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
中
構
造
物
の
限
界
状
態

設
計
法
の
基
準
化
」
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
成
果
は
土
木
学
会
報
告
書
と
し
て
刊
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行
さ
れ
、
国
の
安
全
内
規
に
採
用
さ
れ
た

ほ
か
、
体
系
化
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し

て
土
木
技
術
者
の
指
針
と
な
っ
て
い
た
。

立
地
多
様
化
技
術
へ
の
取
組
み

（
1
9
9
4
～
2
0
0
4
年
）

　

1
9
9
7
年
12
月
に
京
都
議
定
書
が

採
択
さ
れ
、
国
際
的
な
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。
地
球
環

境
問
題
に
関
す
る
国
際
的
な
意
識
が
高

ま
る
中
で
、
将
来
に
わ
た
る
電
力
の
安
定

供
給
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考

え
た
場
合
、
わ
が
国
に
と
っ
て
原
子
力
発

電
所
の
推
進
は
不
可
欠
な
シ
ナ
リ
オ
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
原
子
力
発
電
所
の

立
地
地
点
は
、1
9
9
0
年
代
半
ば
以
降

は
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
な
い
。
発
電
所
の

新
規
立
地
地
点
の
確
保
は
容
易
で
は
な

く
、
電
力
の
大
需
要
地
か
ら
遠
く
離
れ

て
い
る
現
状
は
送
電
コ
ス
ト
高
や
系
統

の
信
頼
性
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
て
、
発
電
所
を

安
全
に
運
転
す
る
た
め
の
条
件
を
技
術
面

か
ら
再
検
討
し
、
立
地
の
制
約
条
件
を
見

直
す
こ
と
と
し
た
。
新
立
地
技
術
（
第
四

紀
地
盤
立
地
、
地
下
立
地
、
人
工
島
海
上

立
地
）
の
現
状
を
集
大
成
す
る
と
と
も
に
、

1
9
9
4
年
度
ま
で
の
部
会
活
動
に
お
け

る
多
方
面
の
専
門
家
の
討
議
を
経
て
、
立

地
技
術
を
体
系
化
し
た
。
そ
の
成
果
は『
原

子
力
発
電
所
の
立
地
多
様
化
技
術
』
と
し

て
1
9
9
6
年
3
月
に
土
木
学
会
か
ら
刊

行
さ
れ
て
い
る
。

放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分

　

原
子
力
発
電
を
推
進
す
る
に
際
し
て

は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
に

関
す
る
適
切
な
対
策
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
れ
を
計
画
的
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
た

め
、2
0
0
0
年
5
月
に
「
特
定
廃
棄
物

の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、

処
分
実
施
主
体
の
設
立
、
処
分
費
用
の
確

保
方
策
、
3
段
階
の
処
分
地
選
定
プ
ロ
セ

ス
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
下
、

原
子
力
土
木
委
員
会
で
は
、1
9
9
7
年

に
地
下
環
境
部
会
を
発
足
さ
せ
、
地
層
処

分
を
実
現
さ
せ
る
上
で
特
に
重
要
と
考
え

ら
れ
る
処
分
候
補
地
選
定
の
基
本
的
考
え

方
、
な
ら
び
に
人
工
バ
リ
ア
・
地
下
施
設

の
設
計
・
安
全
評
価
な
ど
処
分
技
術
の
体

系
化
を
図
っ
た
。2
0
0
4
年
6
月
に
は
、

『
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
地
層
処
分
技

術
の
現
状
と
さ
ら
な
る
信
頼
性
の
向
上
に

向
け
て
─
土
木
工
学
に
関
わ
る
技
術
を
中

心
と
し
て
─
』
を
刊
行
し
た
。
こ
の
部
会

図1　発電用原子炉の数、および原子力土木委員会の部会／小委員会活動の変遷
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は
、2
0
0
6
年
に
「
精
密
調
査
選
定
段

階
に
お
け
る
地
質
環
境
調
査
と
評
価
の
基

本
的
考
え
方
」
を
と
り
ま
と
め
、
所
期
の

目
的
を
達
成
し
て
解
散
し
て
い
る
。

活
断
層
と
津
波
を
加
え
た

最
近
の
取
組
み

　

1
9
9
3
年
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
で

生
じ
た
大
き
な
津
波
被
害
を
契
機
と
し

て
、
関
係
省
庁
の
防
災
行
政
に
お
い
て
津

波
対
策
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
ま
た
、

1
9
9
5
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
を
契
機

に
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
が
設
立
さ

れ
、全
国
の
主
要
な
活
断
層
に
つ
い
て
、系

統
的
な
調
査
に
基
づ
い
た
長
期
評
価
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
原
子
力
土
木
委

員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
に
、1
9
9
9
年
に
津
波
評
価
部
会
、

2
0
0
3
年
に
は
活
断
層
評
価
部
会
を
発

足
さ
せ
た
。
こ
れ
ま
で
に
、『
原
子
力
発
電

所
の
津
波
評
価
技
術
』（
2
0
0
2
年
）
、

『
原
子
力
発
電
所
の
活
断
層
系
評
価
技
術

─
長
大
活
断
層
系
の
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
』（
2
0
0
4
年
）
を
刊
行
し
て
き
た
。

ま
た
、2
0
1
2
年
に
は『
原
子
力
発
電

所
の
耐
震
設
計
に
お
け
る
最
近
の
検
討
事

例
に
見
る
活
断
層
調
査
・
評
価
技
術
』
を

取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

兵
庫
県
南
部
地
震
で
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
。

原
子
力
土
木
委
員
会
で
は
、
耐
震
設
計
法

の
高
度
化
を
推
進
す
る
た
め
、1
9
9
7

年
に
耐
震
設
計
性
能
部
会
、2
0
0
1
年

に
地
盤
安
定
性
評
価
部
会
を
発
足
さ
せ
た
。

こ
れ
ま
で
に
、『
原
子
力
発
電
所
屋
外
重
要

土
木
構
造
物
の
耐
震
性
能
照
査
指
針
・
同

マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
1
9
9
9
年
、2
0
0
2
年

改
訂
、2
0
0
5
年
再
改
訂
）、『
原
子
力

発
電
所
の
基
礎
地
盤
及
び
周
辺
斜
面
の
耐

震
安
定
性
評
価
技
術
』（
2
0
0
9
年
）
な

ど
を
刊
行
し
て
い
る
。
耐
震
性
能
評
価
部

会
は
2
0
0
5
年
に
所
期
の
目
標
を
達
成

し
て
解
散
し
た
。
新
た
に
発
足
し
た
構
造

健
全
性
評
価
部
会
で
は
、『
原
子
力
発
電
所

屋
外
重
要
土
木
構
造
物
の
構
造
健
全
性
評

価
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』（
2
0
0
8

年
、2
0
1
2
年
改
訂
）
を
取
り
ま
と
め

て
い
る
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
の
影
響

（
2
0
1
1
～
2
0
1
3
年
）

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
の
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
で
発
生
し
た
巨
大
津
波

に
よ
っ
て
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
被

災
し
、
原
子
力
を
取
り
巻
く
状
況
が
一
変

し
た
。
マ
ス
コ
ミ
を
中
心
に
原
子
力
に
関

連
す
る
組
織
や
関
係
者
を
一
括
り
に
し
て

「
原
子
力
村
」
と
揶
揄
す
る
報
道
が
相
次
い

だ
。
土
木
学
会
の
原
子
力
土
木
委
員
会
も

批
判
の
的
と
さ
れ
、
国
会
事
故
調
査
委
委

員
会
の
報
告
書
（
2
0
1
2
年
7
月
）
に

お
い
て
、「
津
波
評
価
技
術
2
0
0
1
」
に

つ
い
て
公
正
性
・
公
平
性
等
の
観
点
か
ら

指
摘
を
受
け
た
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
土
木
学
会
は

2
0
1
1
年
5
月
11
日
に
、
阪
田
憲
次
会

長
（
当
時
）
が
声
明
を
発
表
し
、
指
摘
を

受
け
た
報
告
書
は
、
津
波
の
評
価
技
術

を
客
観
的
・
体
系
的
に
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
利
害
関
係
の
入
り

込
む
余
地
が
な
い
こ
と
を
宣
言
し
て
い

る
。
ま
た
、
翌
年
の
8
月
7
日
に
は
、
国

会
事
故
調
査
報
告
を
受
け
て
、
小
野
武

彦
会
長
（
当
時
）
が
、「『
津
波
評
価
技
術

2
0
0
1
』
は
、
I
A
E
A
（
国
際
原
子

力
機
関
）
や
U
・
S
・
N
R
C
（
米
国
原

子
力
規
制
委
員
会
）
に
も
引
用
さ
れ
て
お

り
、
国
際
的
に
も
認
め
ら
れ
た
手
法
で
あ

る
」
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
原
子
力
土
木
委
員
会
を
取
り
巻
く

状
況
は
大
き
く
改
善
し
な
か
っ
た
。

活断層評価小委員会（委員長：山崎晴雄教授）

断層変位評価小委員会（委員長：小長井一男教授）

構造健全性評価小委員会（休会中）

津波評価小委員会（委員長：磯部雅彦 高知工科大学副学長）

地盤安定性評価小委員会（委員長：國生剛治教授）

WG1：変形照査

WG3：岩盤の力学特性評価

WG2：すべり対策工 WG5：確率論的安全性評価

WG4：斜面崩落評価

原子力土木委員会
委員長：丸山久一教授

図2　原子力土木委員会の構成（2014年1月1日現在）
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改
革
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド�

�

（
2
0
1
3
年
前
半
）

　

当
麻
純
一
委
員
長（
当
時
）
は
、

2
0
1
3
年
1
月
に
次
期
の
委
員
長
改
選

に
合
わ
せ
て
改
革
を
進
め
る
こ
と
を
決
め
、

選
挙
が
実
施
さ
れ
、筆
者
で
あ
る
丸
山（
長

岡
技
術
科
学
大
学
）
が
委
員
長
に
選
ば
れ

た
。
委
員
長
か
ら
、
技
術
者
・
研
究
者
が

正
当
に
評
価
さ
れ
る
状
況
を
つ
く
り
出
す

た
め
に
、
公
正
性
・
公
平
性
・
公
開
性
を

重
視
し
て
改
革
案
を
提
示
し
た
。
改
革
は
、

委
員
会
規
則
の
改
正
を
は
じ
め
と
し
て
、

委
員
構
成
の
見
直
し
、
活
動
計
画
の
立
案
、

小
委
員
会
の
活
動
に
ま
で
お
よ
び
、
試
行

的
に
新
た
な
取
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　

委
員
会
規
則
の
見
直
し
に
関
し
て
は
、

原
子
力
発
電
所
の
立
地
に
関
連
す
る
調

査
・
研
究
が
活
動
の
主
体
で
あ
っ
た
点
を

改
め
、
原
子
力
施
設
の
安
全
性
に
か
か
わ

る
研
究
・
調
査
を
主
体
に
、
国
際
的
な
技

術
支
援
・
人
材
育
成
等
、
近
年
の
原
子
力

の
置
か
れ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
よ
り
幅
広

い
適
用
性
を
有
す
る
活
動
内
容
に
す
る
こ

と
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
委
員
全
体
の
3

分
の
1
程
度
は
土
木
以
外
の
他
の
分
野
か

ら
選
び
、
外
部
か
ら
の
視
点
を
取
り
込
む

こ
と
に
し
た
。

新
た
な
取
組
み�

�

（
2
0
1
3
年
後
半
～
）

　

小
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
盤
安

定
性
評
価
小
委
員
会
と
、
新
た
な
委
員
構

成
の
下
で
立
ち
上
げ
た
断
層
変
位
評
価

小
委
員
会
の
試
行
的
な
取
組
み
を
紹
介

す
る
。

　

地
盤
安
定
性
評
価
小
委
員
会
（
小
委
員

会
委
員
長　

國
生
剛
治
教
授
）
で
は
、
学

術
研
究
を
活
性
化
す
る
た
め
に
五
つ
の

W
G
を
立
ち
上
げ
た
。W
G
1
：
変
形
照

査（
吉
田 

郁
政
教
授
）
、W
G
2
：
す
べ

り
対
策
工（
河
井
正
准
教
授
）
、W
G
3
：

岩
盤
の
力
学
特
性
評
価
（
谷
和
夫
リ
ー

ダ
ー
）
、W
G
4
：
斜
面
崩
落
評
価
（
松
島

亘
志
准
教
授
）
、W
G
5
：
確
率
論
的
安

全
性
評
価
（
中
村
晋
教
授
）
で
あ
る
。
各

W
G
は
自
律
的
に
活
動
し
、
迅
速
に
先
端

技
術
の
取
り
込
み
や
、
成
果
お
よ
び
情
報

の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　

断
層
変
位
評
価
小
委
員
会
（
小
長
井
一

男
小
委
員
長
）
は
、「
施
設
建
設
の
O
N
/

O
F
F
的
な
議
論
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な

く
、
断
層
変
位
を
合
理
的
に
評
価
し
、
可

能
な
対
応
を
地
域
全
体
で
考
え
て
い
く
た

め
の
方
法
論
を
探
り
、
地
域
社
会
に
客
観

的
な
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
設
置
」
さ
れ
活
動
し
て
い
る
。
本
小
委

員
会
で
は
、
公
開
性
を
重
視
し
つ
つ
、
技

術
の
現
状
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
委
員
会
を
2
部
構
成
で
行
っ
て
い
る
。

前
半
部
分
で
関
連
す
る
分
野
の
研
究
者
に

よ
る
講
演
会
を
公
開
で
実
施
し
、
広
く
意

見
を
集
め
る
こ
と
を
行
う
と
と
も
に
、
後

半
で
は
小
委
員
会
委
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

で
講
演
内
容
を
さ
ら
に
深
く
議
論
し
て
い

る
。
ま
た
、小
委
員
会
と
し
て
公
募
研
究
へ

の
応
募
等
も
視
野
に
入
れ
て
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

委
員
会
・
学
会
を
超
え
た

連
携
を

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
わ

が
国
に
お
い
て
未
曾
有
の
被
害
を
生
じ
、

放
射
性
物
質
の
除
去
や
放
射
能
で
汚
染
さ

れ
た
地
下
水
の
漏
洩
等
未
経
験
の
事
態
を

生
み
だ
し
て
い
る
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

現
実
の
問
題
に
対
応
し
て
い
る
た
め
、
処

置
に
時
間
を
要
し
、
周
辺
地
域
の
復
興
を

遅
ら
せ
て
い
る
。
そ
の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
か

感
情
的
な
議
論
が
社
会
全
体
を
覆
っ
て
い

て
、
現
実
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
の
短

期
的
、
中
長
期
的
視
点
か
ら
の
技
術
的
課

題
に
対
す
る
認
識
が
十
分
と
は
言
え
な
い

現
状
で
あ
る
。

　

突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
課
題
は
、
わ
が

国
だ
け
で
な
く
人
類
全
体
に
か
か
わ
る
広

さ
と
深
さ
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
解
決
の

た
め
に
は
多
く
の
専
門
家
が
共
同
し
て
新

た
な
技
術
、
新
た
な
価
値
観
を
創
造
す
る

必
要
が
あ
る
。
土
木
学
会
と
し
て
も
、
放

射
能
で
汚
染
さ
れ
た
地
下
水
の
漏
洩
抑
止

に
関
し
て
技
術
的
支
援
お
よ
び
技
術
開
発

を
目
的
と
し
て
、
複
数
の
調
査
研
究
委
員

会
か
ら
専
門
家
を
集
め
た
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
を
立
ち
上
げ
、
鋭
意
作
業
を
進
め
て
い

る
。
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
委
員
長
お
よ
び

幹
事
長
を
原
子
力
土
木
委
員
会
の
委
員
長

お
よ
び
大
鳥
幹
事
長
が
務
め
て
い
る
が
、

こ
の
活
動
の
よ
う
に
、
委
員
会
を
越
え
、

学
会
を
越
え
て
連
携
し
な
が
ら
技
術
開
発

を
進
め
、
新
た
な
価
値
観
を
生
み
出
し
て

い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
原
子
力
土
木

委
員
会
の
目
指
す
方
向
で
あ
る
。
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